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- 記 者 発 表 資 料 - 

近代横浜港の整備に大きな役割を果たしている京浜港ドックが 

【土木学会選奨土木遺産】に認定されました！ 

 国土交通省関東地方整備局が所有する「京浜港ドック」（横浜市神奈川区）が、
平成２９年度の土木学会選奨土木遺産に認定（９月２５日）されました。 
 
 京浜港ドックは、港湾整備に必要なコンクリート構造物を製作するために１９２６
年（大正１５）に完成したドライドックである。横浜港第３期拡張工事（大正１１年～
昭和２１年）において、大型ケーソンや鉄筋コンクリート円環構造物、L型ブロックを
大量に製作し、外国貿易を行なう近代横浜港としての整備に大きな役割を果たし
ました。 
 平成27年度より、実物大の模型実験が可能な実証試験フィールドとして、海洋・
港湾に係る新技術の早期実用化に向けて官民共同で研究を推進しており、 ９０
年を経過してもなお活躍している施設です。 
 
名   称：京浜港ドック 
完成年次：１９２６（大正１５）年４月 
形   式：ドライドック方式 
所   有：国土交通省関東地方整備局京浜港湾事務所 

 さの  ゆきほ  

すが   たかし 

※土木学会選奨土木遺産の認定制度とは 
 土木遺産の顕彰を通じて、歴史的土木構造物の保存に資することを目的として、平成１２
年度に創設されました。 



深さ8m 

延長109m 

上幅35m 

下幅25.5m 

ドライ状態 注水状態 

ドックゲート部 

京浜港ドックの諸元 

京浜港ドックの位置 

※ドライドックとは 
ドックとは、船舶の建造・修理や、ケーソンを製作するときなどに使われる施設です。 
ドライドックは、陸にケーソンを製作するスペースを掘り込み、入口部をゲートで海と仕切り、海
水の注排水が可能な施設のことです。 

JR横浜駅

京急神奈川駅

京浜港ドック

所在地：横浜市神奈川区山内町１－２


